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新年のあいさつ

　

来
原
地
域
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
元
気
で
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
連
協
の
行
事
等
に
ご
参
加
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
本
年
は
さ
ん
ば
い
祭
り
が
始
ま
っ
て
四
十
年

の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
記
念
誌
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
昨
年
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
や
資
料
等
を
お
持
ち
の
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
年
秋
頃
発
行
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
又
、
地
域
の
宝
で

あ
る
来
原
小
学
校
の
統
廃
合
問
題
で
す
が
、
現
在
の

児
童
数
で
は
統
合
は
や
む
を
得
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

児
童
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
住
民
の
皆
様
に
は
大

変
厳
し
い
決
断
を
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
コ
連
協
も
役
員
会
で
よ
く
話
し
合
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し

の
問
題
で
す
が
、
日
々
地
域
の
方
が
声
か
け
を
し
て

い
た
だ
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
来
原
コ
連
協
の
行
事
等
に
対
し
、
積
極
的

に
ご
参
加
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

来
原
地
区
の
皆
様
方
に
は
、

す
こ
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
衣
食
住
の
環
境
変

化
と
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り

我
が
国
を
始
め
と
し
、
世
界

各
国
で
長
寿
化
が
進
行
し
、

五
十
年
後
に
は
平
均
寿
命
は

百
歳
が
常
識
と
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
超
高
齢

化
社
会
を
前
提
と
し
て
社
会

の
諸
制
度
や
法
律
、
そ
し
て

何
よ
り
私
達
一
人
一
人
が
生

誕
か
ら
終
え
ん
を
迎
え
る
ま

で
ど
の
よ
う
な
人
生
プ
ラ
ン

を
立
て
る
か
を
今
一
度
考
え

る
年
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

新
し
い
年
に
あ
た
っ
て

来
原
コ
連
協
会
長
　
秋
國
　
満

「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」を

　
　
　
　
　
　
　
迎
え
る

塚
本
　
近

子
ど
も
達
が

　
　
健
や
か
に
育
つ
環
境
を

健
康
で

　
　
ワ
ン
ダ
フ
ル
な
年
に

秋
田
　
雅
朝

山
根
　
温
子

新年のあいさつ

　

地
域
の
皆
様
、謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
達
が
、
伸
び
伸
び
と
健
や

か
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

は
、
地
域
の
皆
様
の
願
い
・

誇
り
で
あ
り
ま
す
。
小
学
校

統
合
が
進
む
中
、
高
宮
町
も
、

保
護
者
・
振
興
会
で
会
合
を

重
ね
ら
れ
、
一
定
の
方
向
が

見
え
て
い
ま
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
子
ど
も
達
の
思
い

を
主
体
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、

地
域
の
皆
様
の
想
い
を
一
つ

に
し
て
次
へ
進
め
る
年
に
な

る
こ
と
を
強
く
願
い
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

　

来
原
地
域
の
み
な
さ
ま
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
良
き
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
影
響
が

様
々
な
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い

る
昨
今
で
す
。
労
働
力
を
補

う
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知

能
の
利
用
な
ど
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
機
械
で
は
代
え
難

い
人
と
人
と
の
関
係
を
大

切
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
、
本
年
も
笑

顔
溢
れ
る
年
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
戌
年
！
ワ
ン
ダ
フ

ル
な
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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高宮町・来原地域の小学校統合への経緯と現状報告

　

来
原
小
学
校
で
は
「
仲
間
と

認
め
合
い
　
励
ま
し
合
い
な
が

ら
　
自
分
が
決
め
た
目
標
に
向

か
っ
て
　
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
努
力
を
続
け
　
人
と
比
べ
る

の
で
は
な
く
　
自
分
の
階
段
を

一
段
一
段
上
が
っ
て
い
く
」
来

原
魂
を
磨
く
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
取
組
の
一
つ
が

『
キ
ラ
リ
賞
』
で
す
。
こ
の
取

組
は
、
来
原
っ
子
の
よ
い
と
こ

ろ
や
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
等
、
キ

ラ
リ
と
光
る
素
敵
な
姿
を
見
つ

け
た
ら
、『
キ
ラ
リ
賞
』
と
し
て
、

カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
渡
す
と
い
う
も
の
で
す
。
よ

さ
を
視
覚
化
し
て
伝
え
る
こ
と

で
、
自
分
の
よ
さ
に
気
付
か
せ
、

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
で
始
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
互
い
に
認
め
合
え
る

喜
び
や
温
か
さ
が
来
原
小
学
校

に
も
っ
と
も
っ
と
溢
れ
る
よ
う

に
、
子
供
た
ち
と
共
に
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
人
と
し
て

よ
り
よ
く
生
き
る
上
で
大
切
な

こ
と
は
何
か
、
自
分
は
ど
の
よ

う
に
生
き
る
べ
き
か
、
何
を
大

切
に
す
る
の
か
、
心
の
芯
を
育

む
教
育
活
動
を
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
来
原
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
四
月
（
今
か
ら
六

年
前
）、
学
校
規
模
適
正
化
委
員
会

よ
り
、『
安
芸
高
田
市
に
お
い
て
望
ま

れ
る
学
校
規
模
は
、
一
学
年
複
数
学

級
・
一
学
年
二
十
名
か
ら
三
十
名
程

度
が
望
ま
し
い
』
と
の
答
申
を
受
け
、

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
五
ヵ
年
計
画

で
第
一
期
安
芸
高
田
市
学
校
規
模
適

正
化
推
進
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
高
宮
町
を
除
く
吉
田

町
、
八
千
代
町
、
甲
田
町
で
は
統
合

に
つ
い
て
の
協
議
が
進
め
ら
れ
、
い

ず
れ
の
地
域
で
も
統
合
に
向
け
て
動

い
て
お
り
ま
す
。

　

高
宮
町
で
も
何
度
か
協
議
は
行
い

ま
し
た
が
、
統
合
に
向
け
て
の
具
体

的
な
話
し
合
い
ま
で
に
至
ら
な
い
ま

ま
、
市
は
平
成
二
十
八
年
三
月
に
第

二
期
安
芸
高
田
市
学
校
規
模
適
正
化

推
進
計
画
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
今
年
度

に
入
り
、
五
月
七
日
に
高
宮
町
保
護

者
有
志
が
集
ま
り
、
小
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け
、

人
口
、
子
ど
も
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
複
式
授
業
で
将
来
に
不
安

を
抱
く
保
護
者
の
声
や
、
統
合
や
教

育
に
対
し
て
様
々
な
不
安
を
抱
え

る
声
が
上
が
る
中
で
、
今
一
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
保
護
者
会
、
地
域
で
声
を
聞
き
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

よ
う
と
い
う
機
運
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
保
護
者
会
の
役
員
を
中
心
に
、

保
護
者
の
意
見
の
集
約
や
こ
れ
か

ら
の
対
応
に
つ
い
て
様
々
な
討
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

来
原
地
域
で
は
、
七
月
十
二
日

に
小
学
校
・
保
育
園
の
保
護
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
統
合
に
つ
い

て
の
意
識
調
査
）
を
行
い
、
小
学

校
・
保
育
園
ど
ち
ら
に
お
い
て
も

統
合
賛
成
が
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
原
地
域
全
体
で
は
、

八
月
二
十
三
日
に
意
見
交
換
会
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
来
原

地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
…
統
合
は
寂
し
い
が
、

今
の
来
原
地
域
の
人
口
減
少
、
来

原
小
学
校
の
現
状
や
児
童
数
、
そ

し
て
教
育
を
考
え
る
と
統
合
も
や

む
な
し
』
と
の
意
見
が
多
数
あ
り
、

来
原
地
域
と
し
て
は
統
合
の
意
思

表
示
が
現
在
の
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キラリ賞　掲示板で来原っ子のキラリを共有

キラリビンゴにチャレンジ中！

来 原 っ 子 の き ら り 発 見！
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十
月
十
五
日
、
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
お
顔
・
声
・

近
況
の
お
話
か
ら
昔

話
な
ど
、
短
い
時
間
が

悔
し
い
と
思
う
ほ
ど

に
、
皆
様
と
も
っ
と

お
し
ゃ
べ
り
が
し
た

か
っ
た
と
い
う
思
い

が
残
り
ま
す
。

　

ま
た
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
え
な
い
こ
と
多
々
あ
り
ま

し
た
こ
と
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
元
気
で
、
ま
た
来
年
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
小
学
生
・
子
ど
も
神
楽
団
・
来
原
駐
在
所
・
高

美
園
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。感
謝
・
感
謝
の
一
日
で
し
た
。

敬 老 会

　くるはら保育園では、豊かな自然の恵みを、四季
折々感じていくことを大切にしています。
　なかでも、年長児から１歳児までの子どもたちが
最も楽しんでいたのがサツマイモの収穫でした。
　5月、地域の方に畑をお貸りし“なかよし会”の皆
さんに手伝ってもらいながら、150本の鳴門金時、
安納芋の苗を植えていきました。10月、運動会も終

え、待ちに待った芋掘りの日には、“なかよし会”のおじいちゃん、おばあちゃんたちに手伝って
もらいながら、次々に出てくるお芋を「わぁ～おっきい！」と目をキラキラさせて喜んでいた子
どもたちでした。
　収穫したサツマイモは、11月になかよし
会の方との焼き芋をはじめ、ふかし芋、クッ
キングで芋汁やスイートポテトなどを作り、
味わっていきました。
　この幼時期だからこそ、自分で育て収穫し、
味わうことの喜びを感じる経験が大切と考え
ています。今年度、たくさん収穫ができたこと
で、旬のサツマイモを色々な調理方法により味
わうことができました。子どもたちはくるはら
の地域で心豊かな経験をさせていただいており
ます。日頃より、ご支援ご協力をいただきます
地域の皆さまいつもありがとうございます。
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来原地域からの入選作品の紹介
第29回 安芸高田市たかみや人権文芸賞

第20回　平和の灯のつどい
被爆ピアノコンサート

　

七
十
一
回
目
の
原
爆
記
念
日

の
前
日
に
当
る
八
月
五
日
夕
、第

二
十
回
目
の
「
平
和
の
灯
の
つ

ど
い
」
が
来
原
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
五
回
目
と
な
る

“
被
爆
ピ
ア
ノ
”
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
演
奏
前
に
ピ
ア
ノ

の
説
明
が
あ
り
、
プ
ロ
の
演
奏

家
に
「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」
を

は
じ
め
九
曲
を
披
露
し
て
い
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
、
地
元
小

中
学
生
の
連
弾
な
ど
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
を
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る

調
律
師 

矢
川
光
則
さ
ん
の
活

動
が
映
画
化
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
、
今
年
九
月
に
広
島
市
で

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
公
開
は
平

成
三
十
一
年
夏
の
見
通
し
と
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
ノ

ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
で
あ
っ
た

十
二
月
十
日
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
式
の
翌
日
に
行
わ
れ
た

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
矢
川

さ
ん
所
有
の
“
被
爆
ピ
ア
ノ
”

の
音
色
が
平
和
へ
の
願
い
を
こ

め
響
き
ま
し
た
。

《安芸高田市議会議長賞》

《入　選》
芦田　　翔さん　　（来原小学校１年生）
上野　穂花さん　　（来原小学校３年生）
松本はるなさん　　（来原小学校６年生）
本多　真麻さん　　（高宮中学校１年生）
小田　倫子さん　　（高宮中学校３年生）

桑岡　孝輔さん　　「引退犬　命の物語」を読んで
　　　　　　　　　（高宮中学校１年生）

第37回  全国中学生人権作文コンテスト
           三次地区大会表彰

昨年12月19日、第37回全国中学生人権作文コンテスト三次地区大会において、
2年生 中村 夏未さん「被爆ピアノに触れて」が優秀賞を受賞されました。
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　来原地区最大のイベントとして開催している「来原さんばい祭り」が今年で第40回を迎え
ます。来原地区コミュニティづくり連絡協議会では、40回の節目にあたり記念誌を作製する
ための準備を進めています。国の重要無形民俗文化財に指定された「原田はやし田」をはじ
め、神楽や地域の文化活動、小学校・中学校の発表やバザーなども含め、これまでの記録をま
とめていきたいと思います。
　つきましては、過去の記録写真やプログラム、チラシなど、持っておられる方がいらっしゃ
いましたら、是非ご協力をお願い致します。特に第1回目から第20回までの古い資料があれ
ばありがたいです。提供いただいた資料は責任を持ってお返しいたします。
　今後の予定は、5月までに資料を収集し、編集作業を経て9月頃の完成を目指していきます。
趣旨をご理解のうえ、何卒ご協力をお願い致します。

来原さんばい祭り40周年記念誌編集委員会

十
一
月
二
十
三
日
　
来
女
木
公
民
館
に
て

原田カラスのメニューも多彩に！

舞
台
を
う
め
る

　
　
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
　
地
域
の
活
動

【連絡は、来原コ連協広報部まで】

作りのため、資料収集にご協力ください!!
『来原さんばい祭り40周年記念誌』
緊急募集！

お願いします
！

11月22日　来原小学校体育館にて

原田神楽団太刀納め・
原田客まつり 来

女
木
客
祭
り

　皆様のご協力を



卍

湯の森

岩桜山八幡宮

来
女
木
市
交
差
点

至 美土里 至 作木

至 吉田

至 

茂
谷

179

児玉希望画伯
生誕の地

簾八幡神社
原田交差点

雨乞大橋〕〔

至 来女木

至 元ニュージーランド村

至 甲田

至 

三
次

179

64

326

　

最
初
の
八
幡
宮
は
、
何
年
に
建

立
さ
れ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
河
内
城
の
城
主
が
宇
佐
八
幡

宮
の
分
霊
を
受
け
て
、
河
内
城（
現

在
の
城
跡
）
に
建
立
し
て
い
た
も

の
が
、
宝
永
二（
一
七
〇
五
）年
に

現
在
の
岩
桜
山
に
奉
移
し
た
も
の

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
建

立
時
に
、
河
内
某
の
子
孫
が
神
事

の
時
に
社
参
し
た
が
、
特
別
に
は
御
神
事
、
御
神
酒
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。（
以
上　
「
国
郡
誌
御
用
ニ
付
下
調
書
出

帳
」に
よ
る
。）　
　

　
　
　

昭
和
十
七
年
九
月　
　

大
工　

津
山
美
佐
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

児
玉　

哲
二

奉
本
殿
大
改
修　
　
　
　

大
工　

児
玉　

忠
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

吉
岡　

悦
二

　

寶
永
二
年
建
立　

文
久
元
年
第
二
回
葺
替　

昭
和

十
七
年
大
改
修
ソ
ギ
葺
ヲ
更
メ
テ
瓦
葺
ト
ス　
　
　

　

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
二
回
目
の
葺
き
替
え

が
行
わ
れ
、
昭
和
十
七
年
の
大
改
修
に
よ
り
現
在
の

姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
本
殿
屋
根
裏
釘
付
け
の「
棟
札
」に
よ
る
。）

（
文
章
は
上
森
芳
昭
氏
の
も
の
で
掲
載
許
可
済
み
）

簾八幡神社アクセス

岩桜山八幡宮アクセス

祭
神　
　

応
神
天
皇

高
田
郡　

郡
代　

松
平
安
芸
守　

篠
村
源
五
衛
門

　
　
　
　

大
工　

市
左
衛
門

奉
造
立
八
幡
宮
一
宇
伏
祈
宝
永
二
乙
酉
天

　

御
武
運
長
久　

来
女
木
村　

代
官　

神
職　

秋
田
兵
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜
神
新
平　

庄
屋　

吉
衛
門

『くるはら』の神社めぐり〈三〉
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近
代
日
本
画
の
巨

匠
、児
玉
希
望（
本
名
省

三
）
は
、
明
治
三
十
一

（
一
八
九
八
）
年
七
月
五

日
当
地
（
原
田
簾す
だ
れ

）
で

生
ま
れ
た
。

　

絵
馬「
武
者
図
」は
、

加
藤
清
正
の
虎
退
治
の

絵
で
、
行
年
書
（
落
款
）

に「
児
玉
省
三　

行
年
十
三
才
」と
あ
り
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
近
く
の
当
社
に
奉
納
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

中
国
院
体
画
の
筆
意
に
倣な
ら

っ
た
と
み
ら
れ
る
こ

の
作
品
は
、
細
密
描
写
に
優
れ
て
い
る
。「
栴せ
ん
だ
ん檀

は

双
葉
よ
り
芳か
ん
ば

し
」
の
諺
こ
と
わ
ざ

の
と
お
り
、
年
少
に
し
て

す
で
に
画
才
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
お
り
、
原
田

八
幡
神
社
の
「
白
鷹
図
」
の
絵
馬

と
こ
の
絵
馬
は
、
希
望
が
進
ん
で

故
郷
の
神
社
に
奉
納
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

少
年
期
と
大
成
し
た
後
の
作

品
と
を
対
比
で
き
る
興
味
深
い

資
料
に
も
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　

高
宮
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

高
宮
町
文
化
財
保
護
審
議
会

（
現
地
案
内
看
板
に
よ
る
）

簾す
だ
れ

八は

ち

ま

ん幡
神じ

ん

社じ

ゃ

安
芸
高
田
市
指
定
重
要
文
化
財

　

絵
馬「
武
者
図
」（
加
藤
清
正
虎
退
治
絵
図
）

　

児
玉
希
望
作

岩
桜
山
八
幡
宮

（
来
女
木
）
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編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報「
く
る
は
ら
」五
十
四
号
が
で
き
ま
し
た

の
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
は
、
夏
以
降
の
来
原

地
域
の
話
題
を
集
め
、
編
集
会
議
を
重
ね
て
、
発
行
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
来
原
地
域
の
身
近
な
話
題
を
載
せ
る

た
め
に
も
各
方
面
か
ら
の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、
原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
方
々
、
取
材

に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｎ
）

2017年

スナッ
プ

スナッ
プ

スナッ
プ

　このたび、多年にわたり地域的な共同活動に尽くし良好な地域社会の維持
及び形成に寄与された功績を称えられ総務大臣表彰を受賞されました。

門松づくり

ハーモニー広場で大地の祭り

くるはら保
育園

平野弘則 前来原コ連協会長 
総務大臣表彰受賞

おめでとうございます!

高宮中学校ナイター運動会

☆
コ
連
協
等
行
事
予
定

1
月
７
日　

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

１
月
28
日　

第
18
回
新
春
高
宮
子
ど
も
神
楽
発
表
大
会

２
月
18
日　

安
芸
高
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
10
日　

高
宮
中
卒
業
式

３
月
20
日　

来
原
小
卒
業
式

３
月
25
日　

く
る
は
ら
ミ
ニ
駅
伝
競
走
大
会

３
月
26
日　

く
る
は
ら
保
育
園
卒
園
式

４
月
５
日　

く
る
は
ら
保
育
園
入
園
式

４
月
６
日　

来
原
小
入
学
式（
予
定
）

４
月
9
日　

高
宮
中
入
学
式（
予
定
）

来原小学校運動会恒例！もんぺリレー


